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｢保存力学系カオスにおける古典論と量子論｣








層的準位構造を構成する｡ N0 2の場合､2Al状態と2B 2状態では角度∠0-N-0が大きく異な
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されている [8]｡ 一方で､不完全な ⅠVRの結果起こる振動モ- ド特異性がフッ化ホルミル
の光解離で報告されている [9]｡より多くの多原子分子において､その ⅠVRと化学反応の
関係を明らかにする事によって､皇子カオスに関する理解が深まるものと期待される｡
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